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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月28日(2010.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貫入ロッドに所定回数の打撃を加え、その貫入量から地盤性状を判定する打撃貫入試験
方法において、
　１打撃毎の貫入量を検出して蓄積し、この蓄積された検出データに基づいて地盤性状を
判定することを特徴とする打撃貫入試験方法。
【請求項２】
　１打撃毎の貫入量の変動から地盤性状を判定することを特徴とする請求項１に記載の打
撃貫入試験方法。
【請求項３】
　ハンマを昇降可能に案内する打撃ユニットと、
　このハンマによる打撃を受けて地中に貫入する貫入ロッドと、
　前記ハンマによる１打撃毎の貫入ロッドの貫入量を検出する貫入量検出手段と、
　この貫入量検出手段により検出された１打撃毎の貫入量を蓄積し、この蓄積された検出
データに基づいて地盤性状を判定する制御ユニットと
を備えることを特徴とする打撃貫入試験装置。
【請求項４】
　ハンマを昇降可能に案内する打撃ユニットと、
　このハンマによる打撃を受けて地中に貫入する貫入ロッドと、
　この貫入ロッドを支持する昇降台と、
　この昇降台に所定の荷重を付与する荷重変更手段と、
　前記ハンマによる１打撃毎の貫入ロッドの貫入量を検出する貫入量検出手段と、
　この貫入量検出手段により検出された１打撃毎の貫入量に応じて前記貫前記荷重変更手
段および前記打撃ユニットの作動を制御する制御ユニットと
を備えることを特徴とする打撃貫入試験装置。
【請求項５】
　前記制御ユニットが、前記貫入量検出手段により検出された１打撃の貫入量が予め設定
された最小貫入量に満たない場合、前記打撃ユニットによる打撃を休止することを特徴と
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する請求項４に記載の打撃貫入試験装置。
【請求項６】
　前記制御ユニットが、前記貫入量検出手段により検出された１打撃の貫入量が予め設定
された最大貫入量を超える場合、前記打撃ユニットによる打撃を一旦休止するとともに、
前記貫入ロッドに付与される荷重を減ずるべく前記荷重変更手段を制御することを特徴と
する請求項５または請求項６に記載の打撃貫入試験装置。
【請求項７】
　前記制御ユニットが、１打撃毎の貫入量を表示する表示部を備えることを特徴とする請
求項４ないし請求項６の何れかに記載の打撃貫入試験装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】打撃貫入試験方法および打撃貫入試験装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、ロッドを打撃して地中に貫入し、そのポイントの地層構造や地盤強度を調査
する打撃貫入試験方法および打撃貫入試験装置に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　前記課題を解決することを目的として、本発明の打撃貫入試験方法は、貫入ロッドに所
定回数の打撃を加え、その貫入量から地盤性状を判定する打撃貫入試験方法において、１
打撃毎の貫入量を検出して蓄積し、この蓄積された検出データに基づいて地盤性状を判定
することを特徴とする。なお、１打撃毎の貫入量の変動から地盤性状を判定することが望
ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　前記課題を解決することを目的として、本発明の打撃貫入試験装置は、ハンマを昇降可
能に案内する打撃ユニットと、このハンマによる打撃を受けて地中に貫入する貫入ロッド
と、前記ハンマによる１打撃毎の貫入ロッドの貫入量を検出する貫入量検出手段と、この
貫入量検出手段により検出された１打撃毎の貫入量を蓄積し、この蓄積された検出データ
に基づいて地盤性状を判定する制御ユニットとを備えることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】



(3) JP 2009-133163 A5 2010.6.17

【０００９】
　前記課題を解決することを目的として、本発明の打撃貫入試験装置は、ハンマを昇降可
能に案内する打撃ユニットと、このハンマによる打撃を受けて地中に貫入する貫入ロッド
と、この貫入ロッドを支持する昇降台と、この昇降台に所定の荷重を付与する荷重変更手
段と、前記ハンマによる１打撃毎の貫入ロッドの貫入量を検出する貫入量検出手段と、こ
の貫入量検出手段により検出された１打撃毎の貫入量に応じて前記貫前記荷重変更手段お
よび前記打撃ユニットの作動を制御する制御ユニットとを備えることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、前記制御ユニットが、前記貫入量検出手段により検出された１打撃の貫入量が予
め設定された最小貫入量に満たない場合、前記打撃ユニットによる打撃を休止することが
望ましい。あるいは、前記制御ユニットが、前記貫入量検出手段により検出された１打撃
の貫入量が予め設定された最大貫入量を超える場合、前記打撃ユニットによる打撃を一旦
休止するとともに、前記貫入ロッドに付与される荷重を減ずるべく前記荷重変更手段を制
御することが望ましい。　
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　前記制御ユニットが、１打撃毎の貫入量を表示する表示部を備えることが望ましい。
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